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市
民

の
皆
様

に
は
、
日
頃

か
ら

市
政

に
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜

わ
り
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ

ま

す

。こ
の
た
び
、
不
肖
私
が

、
先

に

開
会

さ
れ
ま
し
た
平
成

三
年
第

二

回
市
議
会
臨
時
会

に
お
き
ま

し

て

議

員
各
位

の
温
か

い
ご
推
挙

に
よ

り
ま

し

て
市
議
会
議

長

の
要
職

に

就

く

こ
と

に
な

り
ま
し
た
。

第

二
十
九
代

に
引
き
続

き
第

二

十
代
議

長

に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ

き
ま
し
た

こ
と

は
、
誠

に
身

に
余

る
光
栄
で

あ
り
衷
心
か
ら
感
謝
感

私
儀

、

こ
の
た
び

の
臨
時
議
会

に
お
き
ま
し

て
、
議
員
各
位

の
温

か

い
ご
推
挙

に
よ
り
、
副
議
長

の

要
職
を
賜
わ
り
ま
し
た

。

ま

こ
と

に
身

に
余

る
光
栄
と
感

激

い
た

し
て
お
り
ま
す
と
と
も
に
、

そ
の
使
命

と
責
務

の
重
大

さ
を
痛

感

い
た

し

て
お
り
ま
す

。

も
と
よ
り
、
浅
学
非
才

に

て
、

そ

の
器
で

は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、

議

長

の
女
房
役

と

し

て
、
専
心
努

力

い
た
す
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す

。

現
在
本
市
で

は
、
近
畿
自
動
車

道
敦
賀
線

や
市
街
地
再

開
発

、
総

議
長

山
藤
貞

雄

激

を

い
た

し

て

い
る
次

第

て

ご
ざ

い
ま

す

。

常

に
謙

虚

さ

を

忘

れ
ず

「
朝

に

道

を

尋

ね

夕

に
死
す
と
も
可
な

り
」

を

モ

ッ
ト

ー

に

、
市

民

と
密

着

し

た

議

会

を

目

指

し
議

員

一
九

と

な

っ

て
安

定

し
た
議

会

運
営

に

ま

い

進

す

る
所

存

て

ご

ざ

い
ま

す

。

今

後

と

も

、
市

民

の
皆

様

の
カ

強

い
ご

支

援

ご
協

力

さ

ら

に

は
厳

し

い
ご

指

導

を

賜

わ

り

ま
す

よ

う

心

か

ら

お

願

い
致

し
ま

し

て
就

任

の
ご

あ

い
さ

つ
と

さ

せ

て

い
た

だ

さ

ま

す

。

副
議
長
　
近
ハ
山序

「利
　
一

合

運
動
場
な
ど
大
型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が
山
積

い
た
し
て
お

り
ま
す
。

二
十

一
世
紀

に
向

け
、

こ
う
し

た
事
業

を
推
進

し
て
い
く
た
め
、

議

会
と

い
た

し
ま
し
て
も
本
来

の

使
命
を
更

に
確
認

し

つ
つ
、　
一
九

と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所

存
で

ご
ざ

い
ま
す
。

市
民

の
皆
様
方

の
心
を
心
と

し

て
頑
張

り
ま
す

の
で

、
今
後
と
も

一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申

し
上

げ
ま

し

て
、
就
任

の
ご
あ

い
さ

つ

と

い
た

し
ま
す
。

④新谷①福本

①森下



市議会だより

四
月
二
十

一
日
に
執

行

さ
れ
ま

し
た
地
方
統

一
選
挙
後
初

の
議
会

が

二
月

二
十

一
日
に
招
集

さ
れ
ま

し
た

。

正

、
副
議

長
共

に
欠

員

の
た
め
、
出
席
議
員

中
最
年
長

の
森

下
智
議

員

の
臨
時
議

長

の
も
と

議

長
選
挙
が
行
わ
れ
、

議

長

に
山
藤
貞
雄
議
員
を
選
出

し

ま

し
た

。

次

い
て

、
議
席

の
指
定

、
会
期

の
決
定

を
行

っ
た
後

、
副
議

長
選

挙

が
行

わ
れ
、
浜
岸
利

一
議
員
を

副
議

長

と

し

て
選
出

し
ま
し
た
。

こ
の
後

、
常
任
委
員

の
選
仁
が

行
わ
れ

る
と
と
も

に
、
公
立
小
浜

病
院
組
合

、
若
狭
消
防
組
合

、
若

狭

地
区
農
業

共
済
事
務
組
合
議

会

議
員

の
選
挙

が
行
わ
れ
ま

し
た

。

（
結
果

は
下
記

の
と
お
り
）

続

い
て
、
農
業
委
員
会
委
員

の

推
薦

一
件

な
ら
び

に
専
決
処

分

に

つ
き
承
認
を
求
め

る
こ
と

に

つ
い

て
外

、
監
査
委
員

の
選
任
同
意

を

含
む
七
作

の
議
案

が
提
出
さ
れ
、

原
案

ど
お
り
推
薦

、
可
決

、
同
意

し
て
臨
時
議
会
を
開
会

し
ま
し
た

。

一

人

事
一

擢

曜
唾
昭
氏

議
雌
棒
　
治
氏

委 員 長 森 下  智

副委員長 新 谷 高 司

委  員 約 子  明

〃   宮 崎 治宇蔵

〃  村 上 一 司

〃  木 橋 正 昭

委 員 長 深 谷 嘉 勝

副委員長 中 野 健一郎

委  員 福 本  晃

〃  浜 岸 利 一

〃  松 尾  剛

〃  岡 本  治

委 員 長 坂 下  均

副委員長 山 崎 勝 義

委  員 河 端 勝 次

〃  宮 川 建 一

〃   小 川 多嘉士

〃  山 藤 貞 雄

委 員 長

副委員長

推
薦
第
１
号

議
案
第
４５
号

議
案
第
４６
号

議
案
第
４７
号

議
案
第
４８
号

議
案
第
４９
号

議
案
第
５０
号

議
案
第
５．
号

議
案
第
５２
号

議

長

選

挙

議

席

の

指

定

会

期

決

定

副

議

長

選

挙

常

任

委

員

の

選

任

公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

若
狭
消
防
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

若
狭
地
区
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

小
浜
市
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

小
浜
市
働
く
婦
人
の
家
新
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

地
域
改
善
施
設

（墓
地
移
転
▼
整
備
事
業

（そ
の
１
）

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

今
宮
小
学
校
増
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

″〃 ″〃″〃〃〃賢
指
名
推
薦

原
案
承
認

原
案
可
決

原
案
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意
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司
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市議会だより

平
成
二
年
第
二
回
小

浜
市
議
会
定
例
会
が
六

月
十
一
日
に
招
集
さ
れ
、

会
期
を
二
十

一
日
ま
で

の
十

一
日
間
と
決
め
、

直
ち
に
審
議
に
入
り
ま

し
た
。

今
定
例
会
に
は
、
報

告
案
件
六
作
、
平
成
二

年
度
小
浜
市
国
民
宿
合

及
び
小
浜
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
事

業
会
計
決
算
、
平
成
二
年
度
小
浜

市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
案

件
二
件
、
平
成
二
年
度
小
浜
市

一

般
会
計
補
正
予
算

（第

一
号
）
を

は
じ
め
十
二
議
案
、
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
の
諮
問

一
件
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。

十

一
日
は
、
認
定
二
件
、
議
案

九
件
を
総
務
、
建
設
、産
業
経
済
、

教
育
民
生
の
各
常
任
委
員
会
に
付

託
、
翌
十
二
日
を
休
会
す
る
こ
と

と
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

十
三
日
に
は
、
本
会
議
が
再
開

さ
れ
、
七
議
員
が
八
百
比
丘
尼
サ

ミ
ッ
ト
、
地
場
産
業
会
館
、
近
畿

自
動
車
道
敦
賀
線
、
市
街
地
の
活

性
化
な
ど
市
政
全
般
に
つ
い
て
、

理
事
側
に
対
し
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

（
一
般
質
問
ハ
イ
ラ
イ
ト
は

別
記
の
と
お
り
）

十
四
日
か
ら
二
十
日
ま
で
を
休

会
と
し
、
二
十

一
日
に
本
会
議
が

再
開
さ
れ
ま
し
た
。

二
十

一
日
は
、
先
に
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
審
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
陳
情

一
件
が
、
提
出
者
か

ら
都
合
に
よ
り
取
り
下
げ
た
い
旨

の
申
し
出
が
あ
り
、
陳
情
の
撤
回

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
請
願

一
件
、
陳
情

一

件
を
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
、

各
常
任
委
員
長
か
ら
付
託
案
件
に

つ
い
て
の
審
査
経
過
、
結
果
が
報

告
さ
れ
ま

し
た
。

委
員

長
報

告

に
対
す

る
質
疑

、

討
論

、
採
決
を
行

い
、
各
常
任
委

員
会

に
付
託
さ
れ
ま

し
た
認
定
案

件

、
議
案

に

つ
い
て
は
、
原
案
ど

お
り
認
定

、
可
決

さ
れ
ま

し
た

。

続

い
て
、
坂
下
産
業
経
済
常
任

委
員
長
か
ら

「
平
成

三
年
度
米
穀

対
策

に
関
す

る
意

見
書
」
　

伊
勢

教
育
民
生
常
任
委
員

長
か

ら

「
看

護
婦
等

の
確
保
対
策

に
関
す

る
意

見
書
」
が

そ
れ
ぞ

れ
提
出

さ
れ
、

採
決

の
結
果

、
全
会

一
致
を
も

っ

て
可
決

、
関
係
機

関

へ
意

見
書
を

提
出

し
ま

し
た
。

こ
の
後

、
小
浜
市
議
会
委
員
会

条
例

の
全
部

改
正
が
提
出
さ
れ
、

可
決

に
伴

い
議
会

運
営
委

員
会
委

員

が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

続

い
て
、
小
浜
市

選
挙
管

理
委

員
会
委
員
及
び
同
補
充
員

の
任
期

満

了
に
伴

う
人
事
案
件
が
提
出

さ

れ
、
全
会

一
致

の
同
意
を

も

っ
て

選
出
さ
れ
ま

し
た

。

こ
の
後

、
平
成

三
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補

正
予
算

（第

二
号
）

が
提
出
さ
れ

、
提
案

理
由

の
説
明

の
後

、
質
疑

、
討
論

、
採
決

の
結

果

、
原
案
ど

お
り
可
決

さ
れ
ま

し

た
。最

後

に
、
回
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

な
ら
び

に
人
権
擁
護

委
員

の
人
事
条
件

二
件
が
提
出

さ

れ
、
採
決

の
結
果

、
全
会

一
致

の

同
意
を
も

っ
て
今
定
例
会

に
付
議

さ
れ
ま

し
た
事
件

を
全

て
議

了
し

開
会

し
ま

し
た
。

Ａ
ｕ
記
律
貯
榔
謝
卸
劉
狩
卿
】
詢

た
、
第
二
次
小
浜
市
総
合
計
画
の

ス
タ
ー
ト
の
年
で
も
あ
る
。

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、重
要
な

時
期
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
に

対
す
る
市
長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

Ａ
Ａ
夕
小
咋
”
券
翔
声
施
▼
ル
」

金
か
ら
心
の
豊
か
さ
、
感
性
を
求

め
る
傾
向
へ
と
変
革
し
、
大
都
市

の
便
利
さ
か
ら
地
方
の
豊
か
な
自

然
と
素
朴
な
文
化
を
求
め
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
年
は
公
約
実
現
へ
の
仕
上
げ

を
す
る
年
で
あ
り
、

「開
か
れ
た

市
政
」

「約
束
で
き
る
市
政
≡
実

行
す
る
市
政
」
を
更
に
推
進
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
政
の
重
要
施
策
に
つ
い
て
は
、

総
合
計
画
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
に

基
づ
き
、
諸
施
策
を
よ
り
推
進
す

る
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
進

展
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

高
齢
化
、
情
報
化
、
国
際
化
社
会

に
対
応
い
た
し
た
い
。

Ａ
ｕ
ら
一 市
却
抑
い
師
キ
規
輪
峠
弾

尼
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
市
民
へ
の
周

知
が
大
事
で
あ
り
、
ま
た
、
多
く

の
市
民
が
参
加
で
き

る
よ
う
な
事

業

を
開
催

し

て
い
た
だ
き
た

い
。

物
産

展
や
観
光

ツ
ア
ー
な
ど
も

検

討

し

て
い
る
の
か
。

Ａ
Ａ

る
帥
鋤

的
齢
Ⅶ
磁
韓
鞭
朧
中

の
交
流
と
連
携
を
深
め
、
本
市

の

魅
力
を
再
認
識

し
、
市
民
が
誇

リ

と
意
欲
を
も

っ
て
ま
ち
づ

く
り
に

参
加

す

る
こ
と
が
重
要
で

あ

る
。

今

回

の
八
百
比
丘
尼
伝
説

は
、

本
市
を
発
祥

の
地
と

し
な
が

ら
、

全
国

に
百
十
六
か
所

、
約
五
十
市

町
村

に
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
来

る

十

一
月
十
五

～
十
七
日
の

一一日
間
、

「
八
百
比
丘
尼

サ
ミ
ッ
ト
」
を
開

催
す

る
予
定
で

あ

る
。

地
域

に
及
ぼ
す
効
果

に

つ
い
て

は
、
他
自
治
体
と

の
相
互

理
解
を

深

め
、
地
域

の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ

に
よ
り
市
民

一
人

ひ
と
り
が
誇

り

と
自
信
を
持

つ
こ
と
が
で

き

る
の

で

は
な

い
か
と
考

え

て
い
る
。

Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て
は
、
広
報

お
ば

ま
特
集

号
等
て
行
う
と
と
も
に
、

産
業

フ
ェ
ア
に
お

い
て
、
物
産
展

を
同

日
開
催
す

る
予
定
で

あ

る
。

●
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

（
〕

し
幹
諦

つ
い

神
靴
年

々
減
少

市
長
は
総
合
計
画

の
中
で

、
本

市

の
目
標
人

口
を
三
万
七
千
人
と

掲
げ

て
い
る
が
、
人

口
増
加

に
は

6月定例会の一般質問は、6月43日 に行われ、宮崎議

員、絢子議員、岡尾議員、中野議員、小川議員、石野議員、

出崎議員の7議員が、八百比丘尼サミット、地場産業会館、

近畿自動車道敦賀線など市政全般について質問が行われま

した。 (質問と答弁の主な要旨は次のとおり)

未答議
程ヲ
登岳ヽ蟹
|

休 会

本会議 (一般質問)

休 会 (委員会審査)

各常任委員長報告、質

疑、討論、採決、意見書
一採決、議会運営委員

の選任、選挙管理委員

(補充員)の選挙、補正

予算一採決、人事案作

( 2 件)

1 1 日

1 2 日

1 3 日

1 4 日

S

2 0 日

2 1 日


